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昭 和 三 年 二 月 十 八 日に京 都 帝 國 大 學 樂 友曾 鱚 で 研 究 發 表 會 を 開 き
し究。i6の 演 題 及 び 内容 の 大 略 は次 の様 で あ り ます。
液 態 ア セ トンの 光 に よる作Jd槌 本 朝 亮
ア セ トンに 光 を あ つ る時 は 分 子 間の 李衡 に珂 等 か の 愛 化 を 生 す る
に は あ らざ るか との 考 へ の 下 に 蒸氣 壓 の測 定 に よつ て そ れ を 知 ら
ん と欲 せ り,然るに果 して蒸 氣 壓 に變 化 あ るを 認 めた り。 され どそ
の 原 因 に就 て は 未 だ 研 究 中 に屬 す。
酸 化銅 電 極 に針 すO'ecquerel效果 に就 て 速 水 永 勵
酸1ヒ銅 電極 の 作 製 に電 解 法 を適 川 し13ecquerel效果 を 窒 素 氣 巾 で 觀
察 測 定 し,夏に その 機構 に及 ぶ。
過 酸 化 鉛 の分 解座(豫報)黽 田 利 吉 郎
一 次 反應 の 研 究(豫報}
Sundtの比 熱 測 定 法 の 改 良 城 野 和 三 郎
一 次 反應 に必 要 な る エ ネル ギー が 如 何 な る機 構 に よつて 興 へ られ
るか を 究 め ん と欲 し,先づliundtの比 熱 測 定 法 を 改 良 し比 熱 の 測 定
に ょ り分子 の 内 部 エ ネル ギーrr計算 せん と欲 す。A`の 比 熱 測 定
方法 に就 て 蓮 べ ん とす.
¥¥'eigert效果 の 研究1第三報〕 今 堂 健 雄
嚢 に 銀一 ぜ ラ チ ン及 び,水銀一 ゼ ラ チ ン系 に就 きWeigert效果 の 研
究を 報 沓 せ!J,其 後 約 二 千種 の 色 一{rラ チ ン及 び 色 素一 コ ロヂ
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才 ン系 に 就 て こ の 效 果 を 研 究 せ り。 こ 、に そ の 大 要 を 述 べ ん と曹
6.化學 的 原 囚 に よ るDultou法則 のusifta三報1
鹽 化 水 素一 メ チル アル コー ル 系 四 手 非 次 太N
氣 態 饒 化 水 素 と丿 チ ル ア ル コ ー ル と を 恒 容 稜 中 に て 混 合 す る 際1
起 る壓 力 變.化(分黶 定 律 に對 す る達 背fe見,之'Y三 と して 兩 氣 體 聞1
行 は るL加 添 反 應 に よ りて 設 明 しi.:り。
7・今 堂 反 射 回 折 格 子 製 琵:工碪 醐 井 重 男
8.光に ょ る膠 質 の 生 脚 第 一)陳 之 霖
硝 酸 銀 か ゼ ラ チ ンー 水 分/jtofl二於 て 光 の 作 用 に ょつ て 銀 の コ ロ
ドをJikる に 常 り此 の 光 化 學 反 應 に 缺 く べ か ら ざ る觸 媒 と し'
ハ ロ ゲ ン ィ オ ンの 作 用 を 發 見 し,更に 其 の プ ロ モ ー タ ー と して
aniline,os:ilicacid等の 作JNc見N.し 九 り。 今 此 等 の 定 性 的 實 驗
報 告 せ ん と す。
9.光に ょ る腥 質 の 生 戒r;第ゴ 石 井 新 次 郎
L光 に よ る 水 銀 腸 質 の?L"llr'c,
n.1ヒ學 反 應 を 彳II)flせる 銅 膣 賀0)生 成
3.光に ょ る 銅 膠 質 の 生 成 と銅 寫 眞 感 光 膜 の 製 造
10.電 気 邏 動 ボ テ ン シ ヤ ル に 就 て(豫報}古 谷 登
電 氣 邏 動 ボ テ ン シ ヤ ル 特 に ス ト リー ミ ン グN`テ ン シ ヤ ル の 測 定
法 及 び 二 三 の 電 解 質 の 之 れ に 射 す る 影 響 を 述 べ 實 験 の お も む く
き方 向 を 示 す.
11.鹽 素 及 び 水 素 の 光 化 學 結4c第 三 耡 市 川 頑 治
T.人は さ き に この 反 應 に 闊 す る1の 豫 備 實 驗 を 逾 げ これg
せ り.そ の 後 引 績 き この 反 應 の 精 密 な る研 究 に 從 事 し此 虎 に そ
二 三 の 結 果 に 就 い て 逑 べ ん とす。120分)
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12・.還元`ツ ク ル の 存 在 に 於 け る・一 酸 化 炭 素 の 分 解
李 泰 圭
反 感 迚 度 を 測 建 し此 れ が 一 次 反 應 な る こ と を 確 め 進 ん でLwgmuir
の 觸 媒 理 論 に よ りて 其 の 機 作 を 論 ぜ ん とす。
